
 

議 長 局 長 次 長 係 長 係 長 課  員 担 当 

       

 

第 24 回議会改革推進会議 会議記録簿 

 

開 催 日 平成 27 年４月 13 日（月） 場  所 特別会議室 

開催時間 午後１時 30 分～午後３時 56 分 休憩時間 
時  分～   時  分 

時  分～   時  分 

出席委員 全  員 ・ 欠席  名（    委員、     委員、     委員） 

その他 

出席者 

 事務局 

出席者 

澤口道夫事務局長、嵯峨一郎次長、

皆川賢司係長、長内紳悟主任 

（適用・要旨） 

進行：座長 八重櫻友夫議長 

○案件 

（1）議会活動の自己検証・評価について（前年度分） 

 ・前々回に引き続き、本日はチェックシートの基本項目中、「議会の機能強化」「その他」につ

いて事後検証を行っていくこととする。 

  

・各取組内容の進捗度・達成度は、次のとおりとする。 

  【議会の機能強化】 

（1）議決事件の追加 

・推進会議において検討を行ったうえで、当局協議を進める。  未着／Ｅ 

（2）通年会期制の導入 

・推進会議において条例化を図ったうえで、当局協議を進める。  完了／Ａ 

（3）議案説明会等の開催 

・説明会の事前準備等の省力化を図るため、説明会をＩＣＴ化する。  継続／Ｂ 

【その他】 

（1）議員の政治倫理 

・先進議会等の資料をもとに、政治倫理についての勉強を行う。  継続／Ｅ 

（2）議員報酬等のあり方 

・推進会議としての結論を導いたうえで、議員全員協議会で決定する。  継続／Ｄ 

（3）政務活動の充実 

・増額にあたって市民説明の機会を設けたうえで、条例改正を行う。  完了／Ａ 

（4）会派室の充実 

・庁舎車庫棟の完成を見込んで、議会棟の専有化について当局協議する。  継続／Ｄ 



 

 

 ・本日の協議を踏まえ、チェックシート中の各詳細内容については事務局が調製することとす

る。 

 

 ・チェックシート項目外であるが、先般の議員定数に関する調査特別委員会において今後検証

が必要とした、常任委員会の数及び構成委員数についても本日検証することとする。 

改選後の議員に本格的な協議を託すにしても、現任期の議員でもある程度協議しておく必要

があると考える。果たして現状の委員会体制のままでよいのか、改選に向けて３常任委員会の

ままとするか、４常任委員会に戻す必要があるのか、このことについて検証したい。（八重櫻

友夫議長） 

 

 ・常任委員会の審査時間には現地調査の時間が含まれていないことから、その点も考慮して考

えなければならない。産業建設委員会に関しては市道認定など現地調査が伴う案件が多い。（小

野寺勝也委員） 

 

 ・常任委員長の持ち回り交代制を廃止していこうとしている中、これからの委員長にはリーダ

ーシップを発揮してもらう必要があることから、委員長手当も考えていかなければならない。

（小倉建一委員） 

 

 ・常任委員会の検証については、次回も議題としたいので各自検討をお願いしたい。（八重櫻

友夫議長） 

 

 

（2）平成 27 年度活動目標・計画について 

 ・具体的協議は次回とし、それまでに２/19 開催の推進会議要点録における中村・佐藤両先生

からの指導内容を熟読しておくこととする。指導内容にあったとおり、久慈市議会としてどう

進んでいきたいのか、どこを目指したいのかといった部分を各自考えてきていただきたい。そ

のうえで、平成 27 年度のチェックシートに落とし込んでいくこととする。（八重櫻友夫議長） 

 

 ・通年会期制に伴って、常任委員会における調査研究活動の充実方法を検討していかなければ

ならないと考える。（小野寺勝也委員） 

 

 ・常任委員会の活動充実と考え合わせながら、まずは議会として政策条例を一本でも作れるよ

うな目的設定にしてはどうか。（下舘祥二委員） 

  

・これまでのかだって会議を踏まえての具体的な政策課題の検討や、新政会から提起されてい

る乾杯条例について検討していく必要がある。次回、具体的な活動目標について議論すること

とする。（八重櫻友夫議長） 

  

・４月下旬には各会派視察が順次予定されていることから、５月連休明けのできるだけ早い時

期に次回開催を予定する。 



 

 

○その他 

 ・久慈市議会災害時対応マニュアルについて、本日付けで議長決裁による一部改正を行ったこ

とから、後日、改訂版マニュアルを全議員に状差し配布することとする。 

 

 

 


